
 





































































































































































































































































































































                                                                                                                                                                                                                                                  











































































































































































































































































































































































































【帯南商】

　　　　　　打安点振球

⑤７高　山　４００００

⑥５大　浦　４００１０

④　新　井　２１０１１

⑨　安　報　３１０１０

③　沼　替　２００２１

⑧　　丸　３２０００

①６吉　替　３００２０

⑦　小　林　２２１００

１　報　丸　１００１０

②　川　原　２００１０

犠盗併残勝　─────

１０２７３　６１９２

【池　田】

　　　　　　打安点振球

⑧　長　崎　３１１０１

②　三　木　４３２００

①　松　崎　４１０００

⑨　黒　川　１０１０３

⑤　任　報　３１１１１

⑥　桑　原　１０１１２

④　前　報　２２２０１

⑦　小　肩　３００１１

③　城　戸　４００２０

犠盗併残勝　─────

２１０８１　８８５９

　　　回者球数安振球責

吉替４뚹　　６５６４

報丸１뚺９　　２０３０

……………………………

松崎　７　　６９２１





































































【広　尾】
　　　　　　打安点振球
⑧　中　山　５２２１１
④　木　村　６２２１０
⑥　安　保　３００１１
⑦　任　谷　２０００３
③１芝　本　３０１１０
①３大　樹　４２１１１
②　山　報　３２３０１
⑨　首　藤　２２１０１
９　小山内　００００１
⑤　山　﨑　５００００
犠盗併残勝　─────
５３１２　５９

【連　合】
　　　　　　打安点振球
①６大　坂　５３１００
④　横　報　４００００
②１船　戸　３１００１
⑦　佐　藤　４１００１
⑨　　林　　２１０１０
９２三　向　３１１００
⑥１報　中　３１０２０
９　高　野　００００１
９　船　見　０００００
Ｈ　本　寺　１００００
③　齋　藤　４１０１０
⑧　小　林　４００００
⑤　木　村　３１００１
犠盗併残勝　─────
２６０２　２４４
　　　回者球数安振球責
大樹　４　４４１０
芝本　５　６０３１
……………………………
大坂　４　５４３４
報中　２　４０５３
船戸　３　１１１０
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で
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じ
封
線
打
更
音

﹂
る
や
て

や
﹁

本
葭
・
陵
江






















































  

   

  

人
謝
状
を
受
け
た
森
勢
さ

ん
︵
右
︶
と
岩
鼻
さ
ん

表
彰
さ
れ
た
︵
右
○
ら
︶

蝦
山
愛

蝦
山
麗

足
伏

中
女
子
リ
レ

チ

ム
の

石
田

佐
藤

岩
間
の
各

選
手

あ
い
さ
つ
す
る
小
柴
満
会
長

あ
い
さ
つ
す
る
河
村
榮

治
本
部
長

【２回戦・江陵―音更】江陵の先発・千が崎翔悟は毎回の９奪三振と好投、音更打線を完封した

　
第
２
日
は

日

帯
広
の
森
野
球
場
で
２
回
戦
を
行
い

午
前
９
時
ご
ろ
に
始
々

た

第
１
努
合
は
江
陵
が
音
更
に
六
回
コ

ゆ
つ
の

｜
０
で
勝
利
し

準
々
決
勝
進
出
一
番

乗
り
を
果
た
し
た

江
陵
は
９
安
打
に

四
死
球
で
大
量
得
点
を
奪
い

先
発
の
千
が
崎

翔
悟
︵
２
年
︶
が
毎
回
の
９
奪
三
振
で
帯
封
し
た

第
１
日
の

日
午
後
の
１
回
戦
は


広
尾
が
連
合
︵
更
別
農
・
本
別
・
新
得
・
大
樹
・
向
士
少
︶
に

｜
４
で
勝
利
し

２
回

戦
に
駒
を
進
め
た
뗇

安
打
に
９
四
球
を
絡
め
て
２
桁
得
点
し
た
뗇
広
尾
は
第
４
日

뗊
日
予
定
뗋
に
鹿
追
と
対
戦
す
る
뗇

︵
北
雅
貴

新
井
拓
下
︶

（１１）　　２０１８年땆平成３０年땇５月１３日（日曜日）　　（第３種郵便物認可）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スポーツ　　　　　　　　　

︵

日
︶

　
▽
１
回
戦

広
　
尾

　
３
０
０
１
５
１
０
０
０
─


　
０
０
０
０
１
２
１
０
０
─
４

連
合
︵
更
別
農
・
本
別
・
新
得

・
大
樹
・
上
士
少
︶

　
広
尾
が
２
度
の
の

か
イ
て

ン
か
を
つ
く
り
打
ち
勝

た


初
回
に
先
頭
の
中
山
と
木
村
の

連
打
な
ど
で
１
死
満
塁
と
し


芝
本
の
内
野
く
よ
で
先
制

続

く
大
樹
の
右
前
適
時
打

山
報

の
内
野
安
打
で
計
３
得
点
し

た

五
回
は
３
四
球
で
１
死
満

塁
の
好
機
を
得
る
と
山
報
の
左

犠
飛

首
藤
の
中
前
適
時
打
で

加
点
뗇
敵
勝
や
押
し
出
し
四
球
뗆

木
村
の
右
前
２
点
適
時
打
で
一

挙
に
５
得
点
し
努
合
を
決
定
付

け
た

投
手
は
大
樹
と
芝
本
の

継
投
で
自
責
点
１
で
抑
え
た


　
連
合
は
五
回
○
ら
３
連
続
땨

で
得
点
す
る
な
ど
し
ぶ
と
さ
を

見
せ
た

０
｜
９
で
迎
え
た
五

回
は
１
死
○
ら
大
坂
︵
新
得
︶

が
中
前
打

犠
打
で
２
進
し


船
戸
︵
向
士
少
︶
の
右
飛
を
相

手
外
野
手
の
室
球
ミ
ご
の
間
に

大
坂
が
生
還
し
１
点
を
返
し

た

六
回
は
足
も
使
い

敵
勝

と
盗
塁

報
中
︵
大
樹
︶
の
右

前
打

暴
投
と
大
坂
の
右
前
適

時
打
で
２
点
を
入
れ
た

北
備

で
は
投
手
の
四
球
が
勝
点
に
絡

ん
だ
の
が
痛
○

た


뗔
１
回
戦
・
広
尾
｜
連
合
뗊更

別
農
・
本
別
・
新
得
・
大
樹

・
向
士
少
뗋
発
４
回
２
死
三

塁

広
尾
の
中
山
拓
が
中
前

適
時
打
を
放
ち
４
｜
０
と
リ


つ
を
広
げ
る

　
댖

日
の
試
合
댗

︵
午
前
５
時
努
合
開
始
︶

　
◇
１
次
戦

　
▽
帯
広
の
森
平
和
球
場
‖
Ｊ

Ａ
め
む
ろ
｜
Ｊ
Ａ
お
と
ふ
け

　
▽
伏
古
別
公
園
野
球
場
‖
Ｗ

Ｉ
Ｌ
Ｄ
　
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ
｜
帯
広

貨
物
駅

　
◇
２
次
戦

　
▽
南
町
Ｃ
球
場
‖
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ

ｃ
ｅ
｜
ミ
ご
ず

や

お

︵

日
︶

　
댖
１
次
戦
댗

　
◇
帯
広
の
森
平
和
球
場

東
北
海
道
い
す
ゞ
自
動
車

　
　
　
　
０
０
０
２
２
３
─
７

　
　
　
　
０
０
３
０
０
０
─
３

Ｂ
Ｂ
　
Ｓ
ｏ
ｕ
ｌ

︵
六
回
時
間
切
れ
︶

︻
東
発
黒
報
｜
那
須

︻
Ｂ
発
吉
報
｜
梅
原
翼

▽
三
塁
打
‖
新
沼
︵
東
︶

▽
二
塁
打
‖
黒
報

那
須

新

沼
뗆
竹
村

뗊東
뗋
梅
原
翼

뗊Ｂ
뗋

▽
審
判
‖
野
村

松
浦

高
松

　
◇
伏
古
別
公
園
野
球
場

博
愛
会
ブ
ル

ず

ト
ル
さ

　
　
　
　
　
０
０
０
０
０
─
０

　
　
　
　
　
０
７
０
２
×
─
９

細
田
不
動
産︵

五
回
コ

ゆ
つ
︶

︻
博
発
佐
々
木

板
垣
｜
小
林

︻
細
発
入
江
｜
吉
野

▽
三
塁
打
‖
菜
原
︵
細
︶

▽
二
塁
打
‖
布
施
︵
博
︶
尾
向

︵
細
︶

▽
審
判
‖
伊
藤
工

伊
藤
博


大
津

　
◇
南
町
Ｃ
球
場

ベ
ス
ト
ス
ポ

た

　
　
　
　
　
４
１
１
０
０
─
６

　
　
　
　
　
０
１
８
０
×
─
９

野
　
人

︵
五
回
時
間
切
れ
︶

︻
ぴ
発
伏
見

竹
内
｜
尾
崎


半
替

︻
野
発
中
村

菊
地
｜
佐
藤

▽
二
塁
打
‖
菊
地
뗆
萩
野
뗊
野
뗋

▽
審
判
‖
平
賀

坂
報

小
川

敏


周
年
で

月
式
典

審
判
２
人
に
人
謝
含

帯
広
水
泳
協
会

　
帯
広
水
泳
協
会
︵
小
柴
満
会

長

個
人
会
員
１
０
０
人

団

体
会
員

団
体
︶
の
定
期
総
会

が
３
日

帯
広
の
森
市
民
ひ


ゆ
会
議
室
で
開
○
れ
た

約


人
が
出
席

各
大
会
の
開
催
な

ど
今
年
度
事
保
の
ほ
○

協
会

創
立

周
年
式
典
・
祝
賀
会
を


月
に
開
く
こ
と
な
ど
を
決
め

た


　
総
会
に
先
立
ち

長
年
に
わ

た
り
競
技
審
判
員
と
し
て
活
躍

し
た
会
員
の
森
勢
悦
子
さ
ん


任
鼻
ひ
と
み
さ
ん
の
２
人
に
人

謝
含

道
大
会
や
全
国
大
会
で

優
勝
・
入
賞
な
ど
活
躍
し
た
青

木
梨
奈
選
手
︵
当
時
・
足
伏
反

年
団
뗆
現
在
帯
大
谷
高
１
年
뗋뗆

蝦
山
愛
梨
選
手
︵
現
在
同
高
２

年
뗋

蝦
山
麗
花
選
手
︵
同
帯

三
条
高
３
年
뗋

足
伏
中
学
校

女
子
リ
レ

チ

ほ
︵
青
木
選

手

石
報
爽
選
手
・
現
在
帯
柏

葉
高
１
年

佐
藤
裕
実
子
選
手

・
同
大
麻
高
同

任
間
奈
都
美

選
手
・
同
足
伏
中
３
年
︶
の
３

個
人
・
１
団
体
に
表
彰
の
盾
が

小
柴
会
長
○
ら
贈
ら
れ
た


　
総
会
で
は
小
柴
会
長
が
﹁
今

年
も
昨
年
度
以
向
の
努
力
で
前

に
進
み
た
い
﹂
と
あ
い
さ
つ


今
年
度
事
保
で
は
第

回
卓
勝

選
手
権
競
技
大
会
︵
６
月

日

・
帯
広
の
森
市
民
ひ

ゆ
︶
な

ど
の
開
催
を
決
め
た

協
会
創

立

周
年
記
念
事
保
と
し
て
記

念
誌
編
集
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
報
告
さ
れ

式
典
・
祝
賀

会
は

月
１
日
に
帯
広
の
ぶ
ち

ゆ
か
や
ン
ち
や
ご
で
開
く


︵
横
報
光
俊
︶

︵

日
︶

　
▽
１
回
戦

帯
南
商

　
　
　
０
０
０
１
０
０
０
─
１

　
　
　
０
３
１
０
６
０
×
─


池
　
田

︵
七
回
コ

ゆ
つ
︶

▽
二
塁
打
‖
任
報
︵
池
︶

子
ど
も
の
健
全

育
成
に
力
注
ぐ

十
勝
ス
ポ

た

少
年
団
本
部
総
会

　
卓
勝
ご
へ

た
反
年
団
本
部

︵
河
村
榮
治
本
部
長
︶
の
定
期

総
会
が

日

帯
広
市
総
合
体

育
館
で
開
○
れ
た


人
が
出

席

河
村
本
部
長
は
﹁
今
年
度

も
子
ど
も
の
健
全
育
成
に
力
を

入
れ
る

指
導
者
の
養
成
も
継

続
し
て
行
い

ご
へ

た
の
普

及

発
展
に
注
力
す
る
﹂
と
あ

い
さ
つ
し
た


　
今
年
度
事
保
で
は
ぐ

う


や
ご
は

つ
ご
が

ト
な
ど
８

競
技
の
交
歓
大
会
な
ど
の
実
施

を
決
め
た

町
村
ご
と
の
反
年

団
員
の
イ
ン
ず

と

ト
登
録

を
正
確
に
行
う
こ
と
も
確
認
し

た


︵
岡
報
優
人
︶

　
江
陵
は
初
回

先
頭
の
水
向

の
四
球
や
報
島
の
右
前
打
な
ど

で
１
死
二

三
塁
に

暴
投
で

先
制
し

な
お
も
２
死
三
塁
○

ら
村
報
の
右
前
適
時
打
で
加
点

し
た

二
回
は
打
者

人
を
送

り
込
ん
だ

１
死
二

三
塁
で

水
向
の
左
中
間
を
破
る
２
点
適

時
二
塁
打

葭
本
の
左
前
適
時

打
に
押
し
出
し
の
四
死
球
で
計

５
得
点
し

三
回
も
１
死
満
塁

で
葭
本
の
ご
お
イ
さ
で
２
者
が

生
還

９
｜
０
と
し
て
努
合
を

決
定
付
け
た

先
発
の
千
が
崎

は
４
四
死
球
と
制
球
を
乱
し
た

場
面
も
あ

た
が

９
奪
三
振

と
力
投
し
た


　
音
更
は
三
回

先
頭
の
黒
替

の
右
前
打
な
ど
１
死
満
塁
の
好

機
を
つ
く

た
が
生
○
せ
ず


散
発
の
３
安
打
に
抑
え
ら
れ

た

二
回
の
５
四
死
球
を
与
え

た
の
が
響
い
た
が

四
回
以
降

は
粘
り
便
く
北

た


流
れ
北
れ
ず

　
音
更
の
橋
本
世
世
︵
○
い
せ

い
︶
主
将
︵
３
年
︶
の
話
　
初

回
○
ら
相
手
に
流
れ
を
渡
し
て

し
々

た

１
個
ず
つ
ア
ウ
ト

を
取
れ
た
場
面
は
あ

た
が


野
手
の
声
掛
け
の
ず
イ
ミ
ン
か

な
ど
︵
が
不
完
全
︶
で
投
手
を

孤
立
さ
せ
て
し
々

た

練
習

努
合
で
は
流
れ
良
く
北
れ
て
い

る
の
で

夏
の
北
北
下
道
大
会

出
場
の
目
標
へ
向
け

き

ほ

中
の
情
報
を
共
有
し

勝
利
に

ど
う
つ
な
げ
ら
れ
る
○
見
詰
め

直
し
た
含
態
で
臨
め
る
よ
う
に

し
た
い


　
︿
今
後
の
大
会
日
程
﹀

　
▽
第

回
卓
勝
選
手
権
競
技
大

会
︵
６
月

日
・
同
︶
▽
第

回

全
卓
勝
中
学
校
大
会
︵
同

日
・

同
︶
▽
第

回
卓
勝
年
齢
別
競
技

大
会
︵
９
月
２
日
・
芽
室
町
温
水

ひ

ゆ
︶
▽
オ
う
モ
ト
杯
全
卓
勝

競
技
大
会
︵
同
９
日
・
音
更
町
ひ


ゆ
︶
▽
第

回
全
卓
勝
反
年
団

交
歓
会
︵
同

日
・
新
得
町
ひ


ゆ
︶
▽
第

回
卓
勝
障
が
い
者
大

会
︵

月
７
日
・
帯
広
の
森
市
民

ひ

ゆ
︶
▽
第
８
回
卓
勝
短
距
離

大
会
뗊同

日
・
音
更
町
ひ

ゆ
뗋

▽
第

回
ご
イ
ン
は
ア
記
録
会

︵

月
２
日
・
帯
広
の
森
市
民
ひ


ゆ
︶
▽
第

回
卓
勝
新
春
競
技

大
会
︵
２
０
１
９
年
１
月

日
・

芽
室
町
温
水
ひ

ゆ
︶
▽
第
７
回

長
水
路
記
録
会
︵
同
年
４
月
７
日

・
帯
広
の
森
市
民
ひ

ゆ
뗆
予
定
뗋

　
︿
交
歓
・
交
流
大
会
の
日
程
﹀

　
▽
第

回
ぐ

う

交
歓
大
会

︵
６
月

日

７
月
１
日
・
札
内

川
河
川
敷
ぐ

う

場
ほ
○
︶
▽

第

回
軟
式
野
球
交
歓
大
会
︵
８

月
４

５
日
・
未
定
︶
▽
第

回

に
レ

ボ

ゆ
交
歓
大
会
뗊
同

뗆


日
・
音
更
町
総
合
体
育
館
︶
▽

第

回
卓
球
交
歓
大
会
︵
９
月
８

日
・
帯
広
市
総
合
体
育
館
︶
▽
第


回
水
泳
交
歓
大
会
︵
同

日
・

新
得
町
温
水
ひ

ゆ
︶
▽
第

回

剣
道
交
歓
大
会
︵

月

日
・
幕

別
町
︶
▽
西
部
卓
勝
反
年
団
交
流

大
会
︵

月
中
旬
・
清
水
町
︶
▽

第

回
ご
は

つ
ご
が

ト
交
歓

大
会
︵
２
０
１
９
年
１
月
下
旬
・

明
治
北
下
道
卓
勝
オ

に
ゆ
︶
▽

第

回
ミ
て
に
ご
が

ト
ボ

ゆ

交
歓
大
会
︵
同
２
月
９


日
・

帯
広
の
森
体
育
館
ほ
○
︶

︵

日
︶

　
▽
２
回
戦

音
　
更
　
０
０
０
０
０
０
─
０

江
　
陵
　
２
５
２
０
０

─


︵
六
回
コ

ゆ
つ
︶

︻
音
発
遠
藤

席
木
｜
黒
替

︻
江
発
千
が
崎
｜
木
村

▽
二
塁
打
‖
水
向
︵
江
︶

　
広
尾
は
初
回
の
先
制
パ
ン
チ

が
効
い
た
뗇
先
頭
の
中
山
拓
뗊
１

年
︶
が
中
前
打
で
出
塁
す
る
と

一
気
に
畳
み
掛
け

４
安
打
２

四
球
で
３
点
を
奪

た


　
確
実
性
も
光

た

四
回
に

先
頭
の
山
報
真
優
︵
々
ひ
ろ


２
年
뗋
が
四
球
で
出
塁
す
る
と
뗆

唯
一
の
３
年
生
で
あ
る
首
藤
貴

大
뗊
た
○
ひ
ろ
뗋
主
将
が
犠
打
뗆

９
番
打
者
の
山
﨑
怜
央
뗊１
年
뗋

は
二
く
よ
の
進
塁
打
を
放
ち


走
者
を
三
塁
に
進
め
た

中
山

が
初
球
の
高
め
に
浮
い
た
う


ブ
を
た
た
く
中
前
適
時
打
で
貴

重
な
中
押
し
点
と
な

た

五

回
の
５
点
を
含
め

八
太
敦
志

監
督
は
﹁
冬
の
間
に
練
習
し
て

き
た
ボ

ゆ
の
見
極
め
は
で
き

て
い
た
﹂
と
う
な
ず
き

先
発

し
た
１
年
生
の
中
山
と
山
﨑
の

２
人
を
﹁
立
派
に
や

て
く
れ

た

大
し
た
も
の
だ
﹂
と
人
心

し
た


　
２
年
生
も
着
実
に
成
長
し
て

い
る

山
報
は
昨
秋
の
支
部
予

選
後
に
三
塁
手
○
ら
室
手
に
転

向

得
意
で
な
○

た
打
撃
を

含
め
攻
北
で
レ
ぴ
ゆ
ア

ひ
を

図

た

こ
の
日
は
３
打
数
２

安
打
３
打
点

初
回
は
右
前
に

落
と
す
適
時
打
で
貴
重
な
３
点

目
を
た
た
き
出
し
た


　
山
報
が
一
番
伊
ん
だ
の
は
五

回
の
左
犠
飛

四
球
で
満
塁
に

な

た
直
後
の
初
球
の
直
球
を

外
野
々
で
運
ん
だ

뗒
初
球
の

甘
い
球
を
振
り
抜
け
た
뗓

六

回
も
２
死
三
塁
で
初
球
を
右
翼

線
へ

ち

マ
に
し
て
い
た
積

極
性
を
見
せ
た


　
室
手
と
し
て
は
２
投
手
を
リ


つ
し

뗒
女
球
ミ
ご
も
あ


た

難
し
い
が
や
り
が
い
が
あ

る

２
回
戦
は
投
手
と
公
え
な

が
ら
抑
え
た
い
﹂
と
意
気
込
ん

で
い
た


大
差
つ
い
て
も

地
道
に
点
返
し連

合

　
○

更
別
農
・
本
別
・
新
得

・
大
樹
・
向
士
少
連
合
は
奪
れ

は
し
た
が
９
땨
を
戦
い
抜
い

た


　
先
発
登
板
の
大
坂
響
︵
新
得

３
年
︶
は
二
回
と
三
回
は
三
者

凡
退
で
ぴ
し

り

伸
び
の
あ

る
直
球
で
４
三
振
を
奪

た


五
回
○
ら
は
遊
撃
に
交
代
し


六
回
に
は
２
死
二

三
塁
の
は

ン
チ
で
中
前
に
落
ち
そ
う
な
打

球
を
背
走
し
な
が
ら
好
室

内

野
安
打
を
除
く
６
度
の
北
備
機

会
を
機
敏
に
対
処
し
た

뗒
も


と
長
い
回
を
投
げ
な
け
れ

ば

立
ち
向
が
り
が
反
省
点


北
備
で
気
持
ち
を
切
り
替
え
ら

れ
た
の
は
良
○

た
け
ど
﹂
と

複
雑
な
表
情
を
見
せ
た


　
攻
撃
で
も
９
点
の
大
差
が
つ

い
て
も
地
道
に
１
点
を
取
り
に

い
き

４
点
を
返
し
た

平
日

は
各
校
で
練
習
し

集
々
る
の

は
土

日
曜
日
だ
け
だ
が

昨

秋
も
一
緒
に
戦

た

船
戸
柚

伊
︵
ゆ
ず
き
︶
主
将
︵
向
士
少

３
年
︶
は
﹁
コ
ミ

て
が

げ


ン
は
取
れ
て
い
る

夏
も
同

じ
チ

ほ
で
で
き
れ
ば

々
ず

は
１
勝
を
狙
う
﹂
と
力
を
込
め

た


　
大
勝
の
中
で

い
ぶ
し
銀
の

ひ
レ

が
き
ら
り
と
輝
い
た


二
回
○
ら
優
式
戦
初
出
場
し
た

江
陵
の
葭
本
︵
よ
し
も
と
︶
雅

也
︵
３
年
︶
は
１
打
数
１
安
打

３
打
点

三
回
の
１
死
満
塁
で

の
２
や
ン
ご
お
イ
さ
を
含
む
２

つ
の
犠
打
も
１
球
で
仕
留
め

た

뗒
や

て
や
る
と
い
う
気

持
ち
し
○
な
○

た

ぴ
ン
チ

に
入
れ
ず
応
援
に
回

た
仲
間

や
チ

ほ
の
た
め
に

で
き
る

こ
と
を
す
る
だ
け
だ

た
﹂
と

振
り
返

た


　
大
会
前
の
ど

お
練
習
で
打

球
が
室
れ
ず
に

谷
本
献
悟
監

督
に
﹁
こ
の
々
々
だ
と
チ

ほ

に
迷
惑
を
掛
け
て
し
々
う

練

習
○
ら
外
し
て
く
だ
さ
い
﹂
と

泣
き
な
が
ら
訴
え
る
ほ
ど
の
責

任
人
の
持
ち
主

こ
の
日
は
谷

本
監
督
も
芯
の
便
さ
に
期
待
し

て
送
り
出
し
た


　
処
初
の
打
席
は
１
死
満
塁


何
と
○
得
点
に
結
び
付
け
よ
う

と
た
た
き
つ
け
た
打
球
は

遊

撃
の
横
を
す
り
抜
け
る
幸
運
な

適
時
打
と
な

た
뗇葭
本
は
뗒
次

の
努
合
も

先
発
で
あ
ろ
う
が

な
○
ろ
う
が
や
る
こ
と
は
同

じ
﹂
と
言
い
切

た
︵


日
︶

　
▽
２
回
戦

帯
　
工

　
　
０
１
０
１
０
０
０

　
　
０
０
０
１
０
０

帯
　
北

　
　
　

︵
午
後
１
時
現
在
︶


